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木材乾燥に対する意識の位相に関する研究（1）   

一申九州の製材分野における乾燥木材の生産構造一  

堺  正  紘＊  

AStudyon the PhasesofConsciousness  
aboutWoodDrying（1）  

On the Structure of Production ofDried Lumber  
inSawMillsofCentralKyushu  

Masahiro SAKAI＊  

抄  録  

近年，住宅の供給構造や生活様式の変化，あるいは木材流通構造の変化にともなって乾  

燥木材に対する要求が強まりつつある．製材工場は木材乾燥への関心を嵩め，産地間競争  

に勝ち残るために地域的な課題として取り組みを強めている地域もある．しかし，木材の  

生産流通にかかわる担い手の木材乾燥に対する認識は，含水率概念の欠如や乾燥コスト概  

念の未成熟なこと等にみられるように，混乱しており，乾燥木材の常襲と生産を拡大する  

上で大きな障啓になっている．本研究は，このような木材の生産流通にかかわる担い手の  

木材乾燥に対する意識の位相を明らかにし，これによって乾燥木材の生産流通システムの  

あり方と価格形成の適正化の方向を明らかにすることを冒的としており，本報告では，人  

工乾燥施設を持つ製材工場における乾燥木材の生産構造とその問題点を申九州地区の製材  

工場に対するアンケート調査によって明らかにした．その概要は次の通りである．   

1）1988年の林野庁の調査によると，全国の製材工場に設置されている人工乾燥施設数  

は1470室で，種類別では蒸気式59％，低温除湿式29％，その他12％の比率である．乾燥木  

材の生産盛は945千がで，樹種別では国産材44％，外材56％であり，用途別では構造用材は  

29％でごく山部に過ぎない．九州では全国の20％が生産されており，国産材が61％を占め  

るが，構造材は12％に過ぎない．   

2）中九州（熊本，大分県）の乾燥施設設置製材工場は51工場で，年商額や従業員数は  

製材工場の申では上層に位置している．乾燥方式によって区分すると低湿除湿式乾燥室を  

持つ低温除湿式横型が53％で澱も多く，ついで蒸気式額塾33％，その他頬塑24％である．  

樹種はヒノキやスギ等の国産針葉樹材が圧倒的に多く，外材を乾燥するところは少ない．   

3）乾燥木材の用途によって区分すると，－一般建築内装材や役物柱角等の乾燥を行う建  
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築用材型が69％で澱も多く，ついでフローリング材や集成材等の集成材塾33％，家具建具  

用材型31％，その他塾28％の割合である．用途頼塑と乾燥頬型には相関関係があり，低温  

除湿式では建築用材型が多く，蒸気式では築成材塾が多い．また，前掛ま乾燥室が小さく，  

年間生産澄も少ないが，後者は乾燥乳 生産盈ともに規模が大きい．   

4）木材の人工乾燥の前処理としての天然乾燥を，蒸気式類型は70％が行っているが，  

低温除湿式類型は半分に適しない．また，人工乾燥の目標含水率は蒸気式では20％未満の  

ところに集中しているが，低温除湿式では収赦点が認められない．低温除湿式類型には「含  

水率概念の欠如」というべき状況がみられる．   

5）ユが当りの乾燥コストは，蒸気式類塾では6～10千円を中心に4～10千円に幾申し  

ているが，低温除湿式類型では4～15千円まで分散し，収赦点がはっきりしない．櫻牽的  

な場合であれ，最も効率的な条件を想定した場合であれ，エ場毎にぼらばらで「コスト概  

念の成熟」とは程遠い状況にある．   

6）乾燥コストの軽減の方策として，製品の天然乾燥，ついで薬枯らしなどの原木乾燥  

を上げるものが多く，特に蒸気武類型では製品の天然乾燥を蔑視するものが多い．伐採か  

ら製材加エに至る木材の全生産過程を適して含水率管理を行う必要がある．   

7）乾燥木材の需要拡大のためには，乾燥施設の導入による供給数の増大と同時に，適  

正コストのコンセンサスの形成が必要であるが，「含水率概念の欠如」や「乾燥コストの未  

成熟」な状況では困難であり，知識，技術の普及によって木材乾燥に関する認識の成熟化  

が求められている．  

1．序  

1，1．研究の目的   

生育中の樹木は多盟の水分を含んでおり，その盟は木質蕊魔の2倍に達することもある．  

このような木材も伐採され，大地から引き離されると同時に乾燥し始め，それは，木材の  

含水率が大気の含水率と平衡する水準に適するまで続く．この過程で木材には収縮，割れ，  

捻れ等のいわゆる狂いが生じ，木材利用上のトラブルの大きな原因となることから，家具  

製造業や熊成材製造業等の分野では古くから木材の人工乾燥が行われてきたが，一般建築  

用材の分野では流通期間や建築期間が長く，その過程での自然乾燥で十分と習う認識が強  

く，また寸法精度への要求そのものが甘かったため，ほとんど行われてこなかった．   

しかし，近年，住宅供給構造や生活様式の変化あるいは木材流通構遷の変化に伴って乾  

燥木材に対する要求が嵩まる傾向にあり，一般の製材工場においても乾燥間感が大きくタ  

ロースーアップされ，産地レベルでの取り組みが行われるようになってきた．乾燥木材が  

圧倒的に多い本国挽き外材製晶との競争に加えて，人工造林木の成熟に伴って激化するも  

のと思われる産地間覿争への最も有力な方策として，乾燥木材による製品差別聴が考えら  

れているのである．   

例えば，秋田県では第一位代の秋田杉ブランドである天然杉銘木商品に代わる第二世代  

の秋田杉ブランドとして，1977年噴から高齢級杉人工造林木による芯去り剤角（「秋田杉剤  

柱」）を育ててきた．しかし高齢級人工林資源にも限界があり，それらの枯渇後の第三世代  

のブランド化の基盤は戦後の造林木しかなく，九州等の有力スギ財産地と養っ向から競争   
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することにならざるを樽ない．秋田杉が第二世代に引き続き市場での優位性を確保するた  

めには人工乾燥を紬により商品性の商い木材製品を供給するという形で銘柄化を図るしか  

ない，という考えに基づいて，1983年からスギの人工乾燥問題に取り組んでいる（秋闇県  

林務部，1988）．   

また，熊本県では近年，製材工場において人工乾燥への関心が急速に高まりつつある．  

これは，1983年から取り組みが開始された「熊本型新木遣使宅（統一名称「郷の匠」）」で  

人工乾燥木材の使用が義務づけられたことが大きい．「郷の匠」は熊本県慮スギ材の活用を  

基本理念に，1985年度に研究者事，1987年度にマニュアル完成，1988年度に県営分譲住宅  

として潜工，1989年1～3月に完成，販売されたが，購入希望者が殺到し，きわめて好評  

であった．施エは地元の中堅工務店が担当，木材の仕入先が人工乾燥施設保有工場に限定  

されたにもかかわらず建築発者の関心は高く，これに対応して製材工場でも販路確保のた  

め乾燥施設の導入が積極化しているのである．   

このように，鵬般製材の分野でも，外材支配体制下の厳しい産地間競争の申で地域林業  

の振興を図るためには，木材乾燥を軸に商品性の向上を図ることが最も塵繋であるとの認  

識から，木材乾燥に対する関心が急速に高まっている．しかし現実には人工乾燥施設の設  

驚工場は限られ，乾燥木材の生産澄もごくわずかであるばかりでなく，人工乾燥に対する  

認織も十分に成熟しているとはいい難い現状にある．とりわけ，含水率管埋や乾燥コスト  

の認識に多くの混乱がみられる．木材の生産流通にかかわる各担い手の木材乾燥に対する  

認識には誤解や不十分さが目立ち，このような混乱が人工乾燥を推進する上での大きな障  

裔になっているように思われる．   

そこで本研究では，木材の生産流通にかかわる各担い手の木材乾燥に対する認識の位相  

を明らかにし，これによって乾燥木材の生産流通システムのあり方と価格形成の適正化の  

方向を明ちかにすることを目的としている．  

1．2．研究の方法   

本報告は，乾燥木材の最も主要な生産の担い手は人工乾燥施設を持つ製材工場であるが，  

このような乾燥施設設置工場における乾燥木材の生産構造を明らかにし，木材乾燥をめぐ  

る問題点と対策の方向を検討することを課題としており，第1に，林野庁が1988年に行っ  

た「製材工場における乾燥木材の生産状況調査」によって人工乾燥施設と乾燥木材の生産  

状況を全国的に概観する．   

第2に，製材工場における乾燥木材の生産形態とその問題点を，熊本及び大分県内の乾  

燥施設設置工場を対象に行ったアンケート調査によって明らかにする．アンケ】ト調姦は，  

1988年秋～1989年初に熊本，大分両県が乾燥施設設置工場として把捉している製材工場を  

対象に予め調査欝を配布，後日回収という方法をとり，熊本県33工場，大分県18工場から  

回答及関鳶．なお，アンケート調査の分析に当たっては，乾燥方式としては比較的古い歴  

史を持つ蒸気式と近年急速に普及している低温除湿式があり，それぞれ特徴があるので，  

これら乾燥施設の相遥によって乾燥木材の生産形態やコスト概念等がどの様に異なるか，  

という視点から行うものとする．   
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2．乾燥木材の生産状況  

2．1．製材工場における人工乾燥施設の設置状況   

製材工場における人工乾燥施設の殻馴大沢や乾燥木材の生産厳に関する全国的な統計と  

しては，1988年に林野庁が行政資料を得るため行った調査があるだけである．これによっ  

て製材工場における乾燥木材の全国的な生産状況を概観する．   

人工乾燥施設の設置状況は，衆1によると乾燥室の総数は1470蛮で，乾燥容魔の総数  

は39千がである．1妥当りの乾燥容盈は26．4nfである．   

木材乾燥には大別して蒸気式，除湿式及びその他の方法がある（西尾 茂，1983）が，  

現状では蒸気式が室数873宴，乾燥容澄24千1ぜで最も多く，それぞれ全体の59％，62％を占  

めている．柱角に適した乾燥方法として急速に習及している除湿式は423室，11千がでそれ  

ぞれ29％，29％にとどまっている．また，1妥当りの乾燥容儀は蒸気或は27．7Ⅰぜ，除湿式  

は26．2nザであり，除湿式よりも蒸気式の方がいくぶん大型である．   

地域別では，乾燥室数は衆北が277室で澱も多く，以下九州（225室），北海道（221室）  

及び関東東山（209室）の各地域で200宴を超えているが，釆海や近畿，中国地方は100室台  

にとどまり，北陸や四国はさらに少ない．乾燥容盈では東海が8196Ⅰガで最も多く，ついで  

関東東山（6548nゼ），近畿（6095が）及び中国（4670rげ）の順であり，室数の多い東北や九  

衆1木材乾燥施設の種頼別宴数及び乾燥容威  

′rabIelNtllⅥbera王1dvoltlnleOfwooddryingkil11SattaChedtosawmⅢs．  

茶  気  式  低 温 除 湿 式   そ の 他  
地 域 別  

室数容  魔平均  離穿 彪弼  室数 容  蕊  室数  窄  ま廷  平均   

38791  26．4   

北 海；：遣  146  2162＝木8  62  1300 21．0  13  3747  17．0   

会 衆  北  187  2546＝3．6  77  1126 14．6  】3  378：う  13．7   

北  陸  25  ∠110 16．4  23  363 15．8  10  850  14．7   

関 東 東 山  121  3519 29．1  30  1267 d2，2  58  

東  海  66   5990190．8  72  1777 24．7  22  

近  敢  64   4銅6 63．2  46  1922 41．8  7  

国 中  同  69  2640 37．8  44  1902 43．2  13  

四  国  50  657 13．1  15  312120．8  12  

九  州  145  226615．6  54  1105 20．5  26  

国  873   2∠1207 27．7  423  11074 26．2  174  

3510  1470                        285  221                           110  277                               77  58                          1762  209  6548  31．3                       429  160  8196  51．2                       128  117  6095  52」                        158  126  4670  37，1                        158  77  1127  1d．6                       403  225  3774  16．8   
福  岡  33 51415．6  82116，4   38   596  15．7   

1  88．0  8  

九  ユ  22．0  2  3   

熊  16 17611．0   203 14．5  3 15  33   394  11．9   

大  分  11  190 17．3  7  10815．4  18   29S  16．6  

崎  80114．3  14  12  261  82   1460  17．8  

州児島  56  347 18．3  12  304 25．3  10  126   777  19．0   

沖  縄  1C1  238 23．8  238  23．8   

資料：林野庁林産課業務紛糾により作成．  

注：1）1988年調査（1987年米紙）．  

2）単位は室数は塞，容蒐はが，平均は1嚢当り容蕊でが．   
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州，北海道は3000nザ台にとどまっている．これは，東北や九州等では乾燥施戯の規模が小  

さく，東海や近畿等が大きいためで，例えば1室当りの乾燥容螢は，近畿の52．11Tf，東海  

の51．2nゼに対して東北は17，0Ⅰぜ，九州は16．8nゼに過ぎない．   

なお，乾燥方法別では，室数は北海道，東北及び九州では蒸気式が，東海，近畿及び中  

国では除湿式が，そして関東東山ではその他が多く，また乾燥容魔は東北，東海，近畿で  

は蒸気式が，北海道，北陸，中国では除湿式が，関東東山ではその他が，それぞれ高いウ  

エートを占めている．東海と近畿では室数は除湿式のウエートが商いにもかかわらず乾燥  

容盤では除湿式が多いわけであるが，これは蒸気式の1窒当り乾燥容澄が東海90．8nで，近  

幾63．2nfと大きいためである．  

2．2．製材工場における乾燥木材の生産盈   

全国の人工乾燥による乾燥木材の生産畿は衆2のように約945千がであり，これは1987  

年の製材品出荷魔の3．3％に過ぎない（衆3参照）．樹機別では国産材44％，外材56％で  

あり，製材品出荷厳全体の比率（46：54）とほとんど等しいため製材品出荷螢に対する割  

合も国産材3．2％，外材3．4％とほとんど変わらない．   

国産材は417千がであり，このうちヒノキが34％，スギが20％でヒノキのウエートが相対  

的に高いが，これらの他に広葉樹などを含むその他が46％もあり，全体としては家具用材  

向け等の広葉樹材が多数を占めている．また外材（527千が）も単一樹種では米ツガの32％  

嚢2 乾燥木材の樹機別用途別生産戯  

Tabie2 VolullleOfdl・ied】umbel・PrOdしICtion 

国   威   材   外  材   用 途 材  
地域別  合 計  

ヒノキスギ他戯十  炉ツ米ツガその飽外相  構造材 その他   

全  国  141272  82270 193778 417320  85080 172749 269782 527610  944931  278131 666800   

北 海 道   81 70736  70817  14655  7146 15654  37455  10S272  44323  63949   
衆  北  1189 11746  50130 63065  7198 12079  28486 47763  110828  21000  89828   

北  陸  142   906  2727  3775  2049   935  9880 12864  16639  3722 12917   
関 東 衆 LLj  4551  4849  20424  29824  15012 37604 26591 79207  109031  37157  7ユ874   

東  海  19671． 9754  931d 37739  265（）16930  37256  56S36  95575  25430 70145   

う丘  幾  22452 19360  4215  46027  19162  34459  48427 102048  14SO75  76834  712月l   

中  国  26777  5555  8046  40378  12438 20096  射536  77070  】17448  42624  74827   

四  国  7191  2805  1212 11208  5009  23390 12343  40742  50950  購10  479月O   

九  州  59299 27214  26974 113487  6907 201】Ol月6609 73626  187113  23031164082   

福  岡   20  80  156   256  150  3814  20464  24428  2468d  155（＝23134   

佐  賀  190  75  26565 10  5  15  280  220  60   

長  崎  30  30   60   240  240  300   30000 

熊  本  11855  2669   82ユ15345   59  1090  1985  3134  18d79  5850 12629   

大  分  3662   570   200  4432  6002  526B   834 12104  16536  10542  5994   
宮  崎  35065 19906 22037 77008  336  】000 18106 19舶2  96450  525 95925   
鹿 児 島  846】． 3709  3720 15890  350  7520  2935 10805  26695  2905 23790   

沖  縄   16   205  10   231   1178  2280  3d58  3689  1439  2250   

資料：前衆に同じ，  

注：単位はnf．   



20  

衆3 乾燥木材の生産指標  

Table3Indexofdr主ed山mberproduction．  

乾燥 木材 の 割 合  用途別構成比  乾燥室の回転率  

地域別  

合 計   国産材   外 材   構造材   その他   回／年   回／月   

全   国   3，3   3．2   3．4   29．4   70．6   24－4   2．0   

北 海 道   4．4   3．6   7．6   40．9   59．1   28－9   2．4   

東   北   2、7   2．6   3．0   18．9   81，1   29．3   2．4   

北   陸   0．8   1．1   0．7   22．4   77．6   19．6   1．6   

関東衆山   3．3   2．1   4．】   34．1   65．9   16．7   1．4   

東   海   2．4   2．4   2．3   26，6   73，4   11．7   1．0   

近   畿   4，5   6．0   4．0   51．9   48．1   2Ji．3   2．0   

中  ‡頚   3，9   4．0   3．8   36．3   63，7   25．1   2．1   

四   国   2．1   1．2   2．7   7．7   92．3   46．1   3．8   

九   州   5．0   4．S   5．4   12，3   87．7   49．6   4．1   

福   間   2．9   0．】 4．3   6」i   93．7   41．4   3．5   

佐   欝   0．2   0．4   0．0   78．6   21．4   35．0   2．9   

長   崎   0．3   0．1   0．5   0．0   100．0   1Ot）．0   8．3   

楠   本   3．2   3．2   3．3   31．7   68．3   46．9   3．9   

大   タ〉   2．1   0．9   4．6   63．8   36．2   55．5   4．6   

宮  崎   13．6   ユ2．3   22．9   0．5   99．5   66．1   5．5   

鹿 児 島   5．3   4．7   6．7   10．9   89．1   34．4   2．9   

沖  縄   15．7   5．8   19．2   39．0   61．0   15．5   1．3  

資料：林野庁林慮課業務資料及び戯林水産省「木材覇給雑費沓」により作成．   

注：1）1987年実絨．  

2）乾燥木材の割合二乾燥木材生産慮／製材品出荷数，で単位は％．  

3）用途別構成比はそれぞれの乾燥木材生産魔総数に対する割合で，単位は％．  

4）乾燥室の剛玩率二乾燥木材生威厳／乾燥室容激，で単位は臥   

と米マツの16％が澱も多いが，これらの外に広葉樹を含むその他が52％あり，やはり広葉  

樹材のウエートが高い．   

地域別では九州が187千がで鍛も多く，全国の乾燥木材の生産畳の20％を占め，同地域の  

製品出荷盛に占める割合も5．0％と全国山である．これに近敏が148千1ぜで続き，出荷厳に  

対する割合は4．5％である．さらに中国（117千が），東北（111千が），関東東山（109千が）  

及び北海道（108千が）が11万が台で続き，出荷厳に対する割合も北海道の4．4％などをは  

じめ東北（2．7％）を除き全国平均を上回っている．   

また，衆3によって乾燥木材の生産相模をみるとまず樹種別では国産材が過半を占め  

るのは北海道の65％を筆頭に九州（61％）及び衆北（57％）などである．これらは全国屈  

指の国産材産地であり，乾燥木材生産においても国産材塑の横型を示している．逆にその  

他の地域は外材が過半を占める外材主体塾であり，生産魔の少ない北陸と四国を除くと外  

材率が関東栗山の73％をはじめ近畿（69％），中国（66％），東海（60％）といずれも高い  

割合を占めている．   

乾燥木材の用途を構造材とその他に区分すると構造材の比率は全国平均で29％に過ぎ  

ず，その他が71％と圧倒的に多い．その他の中には造作材の他フローリングや集成材の原  

板あるいは家具用材や梱包用材等が含まれ，これらが乾燥木材の大半をI責めているわけで，   
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住宅用材において大きな割合を占める柱などの構造材はごく山部である．このように構造  

材はごく限られたものに過ぎないが，これも地域的にみると，近畿の52％をはじめ，北海  

道の41％などのように構造材率の比較的高い地域と，九州の12％，衆北の19％のように低  

い地域とがある．   

ところで，このような乾燥木材生産厳と乾燥室容厳から乾燥室の回転率を求めると全国  

平均は年24圃，月2．0回怒であり，15E庵に1回の割合で木材の出し入れが行われているこ  

とになる．地域別にみると敢和ま九州の年55回，月4．1回，次いで四国（年46回，月3．8回）  

であり，敢低は衆北の年12臥 月1．0回，次いで関東東山（年17軌 月1．4回）や近畿（年  

24臥 月2．0回）である．九州や四固では7～8回の剤で回転しているのに対して，東海で  

は1月に1回，関栗東山や近畿では15～20日に1回といったゆっくりしたペースで乾燥が  

行われているのである．  

2．3．九州における乾燥木材生産の特徴   

以上のように，九州では小型の蒸気式乾燥室の捌転率を極端に高めることによって澱も  

多くの乾燥木材を生慮しており，それは全国の生産盈の2割に達する．しかも樹種はヒノ  

キを中心に国産材が6割を占め北海道と並んで国産材の敢も多い地域であるが，構造材の  

割合は12％に過ぎず建築用材の分野への進出は著しく遅れている．   

このような九州の乾燥木材生産を県別にみると乾燥乳 乾燥材生産畿のいずれにおいて  

も宮崎興が突出している．すなわち，宮崎県が乾燥室82室，乾燥室容螢1460nf，生産数96  

千がでいずれもトップであり，しかも2位以下（2位は鹿児島輿の41室，777rげ，3千が，  

3位は福岡で38室，596nf，4千が）を大きく引き離している．しかし用途別では家具用材  

や集成材の原板などの「そ・の他」が圧倒的に多く，構造材の割合は1％以下に過ぎない．   

他方，熊本県や大分輿では林業，木材業の発展している割には乾燥施設の整備が遅れて  

いる．乾燥凝数は熊本が33室，大分が18宴，乾燥容盛は394がと298m3，生産盛は18千がと  

17千がといずれもきわめて低い水準にあるが，乾燥木材の中身は国産材率が83％と27％，  

構造材率が32％と64％とそれぞれかなり異なっている．もっとも，熊本県ではこの調査の  

後に「郷の匠」の展開にともなって木材乾燥への関心が高まり，乾燥施設の導入も急増し  

ているので，現在の数値はいずれもこれらを大幅に上回る．  

3．乾燥木材の生産構造  

3，1．乾燥木材生産工場の概観   

まず，アンケート調査の結果によって乾燥施設設置工場の概況をみると，企業組織は個  

人経営は20％に過ぎず，法人組織をとるものが株式会社の35％をはじめ80％を占めている．  

特に，熊本県では個人経常は9％だけで法人経常が90％を占めており，大分県の個人経常  

39％とは著しく対照的である．もっとも，熊本県の場合法人経営といっても有限会社や合  

資会社が比較的多く，株式会社では24％であり，株式会社が56％の大分県と本質的に異な  

っているとは思われない．   

年商額は2～5億円クラスが35％で教も多く，次いで1～2億円の29％，10億円以上の  

10％であり，この傾向は県別にみてもぼとんど変わらない．また，従業戯規模でも10～19   
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人クラスが45％で最も多く，以下1～9人の20％，20～29人の12％の順である．県別では  

10～19人が澱も多いのは同じであるが，その割合は熊本では39％で，これに1～9人の27  

％が続くのに対して，大分県では56％を占め，次いで20～29人の17％である．また，各工  

場の従楽員の平均年齢は45～49歳のところが37％で最も多く，次いで40～姻戚の30％，30  

歳台の18％，50歳台の16％である．県別では大分県では45～49歳が61％というように特定  

年齢層に集中しているが，熊本県では30歳台，40～44歳，45～姻戚そして50歳台にほぼ均  

等に散らばっており，熊本県の方が幾分若いようである．   

乾燥施設は工場によっては異なった種頬の施設を複数設置しているところもあるが，穫  

煩別に工場の割合をみると低温除湿式が53％で飽も多く，蒸気式が33％，その他が24％で  

ある．県別では大分県は低温除湿式と蒸気式は61％と39％，その他は6％であるが，熊本  

県では低温除湿式49％，蒸気式30％，その他33％とその他が多い．   

乾燥室の1室1回当りの乾燥感は10m8未満が37％で最も多く，ついで20～50nでの28％，  

10～20m3の24％である．熊本輿では20～50Ⅰガが33％で撥も多いが，大分輿では10Ⅰぜ未満が  

50％を占めている．また，乾燥室の月平均回転数は4～5回の37％，2～3回の29％の順  

である．熊本県では4～5回が39％，大分県では2～3回が39％である．これらによって  

乾燥木材の生産盛をエ場別に推計すると1000～2000汀ヂクラスが22％で最も多いものの，  

100～200rげの20％，200～500m3の18％などの小規模工場も多く，1000nヅ米朝で65％を占め，  

1000が以上は31％に過ぎない．特に大分鼎では規模が小さく，100～200Ⅰガの28％，100が未  

満の22％など1000が未瀾の小規模工場が78％を占めている．しかし，これも材機でみると  

1000汀f以上の大規模工場が62％を占め，1000m3未満の占有率は18％に過ぎない．特に大分  

県ではわずか2工場の2000rげ以上クラスが76％を占めるなど，大規模工場のシェアが著し  

く高い．なお，これらの生産盛を県別に集計すると熊本鼎は33千が，大分興は24干場計約  

57千】ガとなり，前述の林野庁のデータを大幡に上回る．これは，調査時期におおよそ2年  

のずれがあり，この間に乾燥施設の新税導入及び増設が行われたからであろう．   

乾燥木材の樹種は，国産材と外材をそれぞれ針葉槽と広葉樹別に分けて主要な樹種は何  

かを聞いたところ，国産針葉樹を上げるものが敢も多く73％，ついで外材針葉樹の18％，  

外材広葉樹の6％，閻魔広葉樹の4％である．熊本県では国産針葉樹のウエートが特に高  

く76％を占め，外材針葉樹は9％に過ぎず，広葉樹が外材と国産材の合計で15％を占めて  

いる．山方，大分県では国産針葉樹は67％と煎も多いものの，広葉槽が国産材，外材とも  

にゼロで外材針葉樹が33％と比絞的高い割合を占めている．   

さらに，個別樹種の名前を主なものから3種を上げてもらったところヒノキ（61％）と  

スギ（57％）が励も多く，米ツガ（28％）や米マツ（4％）は少ない．また，広葉樹等を  

含むその他が国産材は29％，外材は24％ある．熊本県ではスギ（64％）とヒノキ（61％）  

が最も多く，米ツガ（15％）等の外材針葉樹は少ないが，広薬樹等のその他が国産材（30  

％），外材（24％）とも多い．一方，大分県ではヒノキ（61％），米ツガ（50％），スギ（44  

％）及び米マツ（11％）の順であり，広葉樹などのその他は国産材が28％，外材が22％で  

ある．   

乾燥木材の用途は，主なもの3種までを上げてもらったところ，一般建築内装材を生産  

するものが55％で穀も多く，ついで役物柱角の43％で，以下山般構造材（28％），フローリ  

ング（24％），幾成材の原板（24％），家具用材（18％），建具用材（16％）等の順であった．   
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熊本県では役物柱角（46％），叫般住宅内装材（42％），一山般構造材（33％）等が多いが，  

大分鼎では山般内装材（78％）の多いさが際だっている．   

ところでこれらの用途を大別すると家具建具用材，集成材用材，建築用材及びその他に  

区分される．1つのエ場で幾種類もの乾燥を行っている場合もあるので単純ではないが，  

各工場は家具建具材乾燥弘集成材塾，建築用材塾及びその他塾に類型化することができ，  

その割合はそれぞれ31％，33％，69％及び28％である．  

3．2．乾燥木材工場の輯型区分   

木材の人工乾燥方法には，乾燥室内を商温の蒸気で熱し，木材内部との含水率傾斜を高  

めて乾燥を行う茶気式と，比較的低温下（35～500C）で乾燥室内の湿度を下げ乾燥を行う  

低温除湿式の外，多くの種類がある．これらの申で製材工場で澱も一般的に用いられてい  

るのは蒸気式と低温除湿式である．蒸気式は歴史的に叡も古く，内部に送風機を持つもの  

が多く，家具用広葉樹材，フローリング材，集成材用原板（ラミナ）等の乾燥に用いられ  

ているのに対し，低温除湿式は，除湿機で室内の湿度を下げて乾燥するもので建築用針葉  

樹材や木エエ芸用材の乾燥に向いており，近年急速に普及している．   

したがってト乾燥方法と乾燥木材の用途との間には衆4のように密接な関係がある．  

すなわち各類型の工場数は低温除湿式類型が26エ場（51％）で最も多く，ついで蒸気式頬  

型が17工場（33％），その他の類型が13二】二場（26％）の順である．これらの頬型別に乾燥木  

材の用途類型をみると低温除湿式輝塾では建築用材が73％で最も多く，ついで家具建具用  

嚢4 乾燥施設の棟数と乾燥木材の用途との相関  

Tabie4 CorreIatiotlbetweenしIL盲里izatio‡1dryi11g‡11ethod，  

総  数  教典縫糸用材  袋威材用材  建 築 用 材  その他の用材   

総  
二こ  

数   51   16   17   35   

蒸 気 武   17   12   9   7  

場  26   7   19   4  

数  13   2   5   9   

総  数   100．0   31．4   33．3   68．6   27．5  

構                   蒸 気 式   10（）．0   23．5   70，5   52．9   41．2   

低温除湿式   100．0   42．3   26．9   73．1   15．‘l  

戌               そ の 他   100．0   23．1   38．5   69．2   46．2   

比  数   100．0   100．0   100．0   100．0   100、0  

蒸 発も 式   33．3   25．0   70，6   25．7   50．0  

％   51．0   68．8   41．2   54．3   28．6  

そ の 他   25．5   18．8   29．4   25．7   42．9   

資料：人コニ乾燥施設設置製材工場アンケート調査による．   

注：1）頬塾区分は各工場の設置している乾燥機の榎額によって行った．興なった種輝の施設を  

複数設徽しているところがあるため合計は総数を上回る．  

2）乾燥木材の用途は11の選択肢から3つまでを選択してもらい，これを次の4つに集約し  

た．（家良問財，建具用材）→家具建具用材．（集成材取掛隠，フローリング）→集成  
材用材．（非木造内装材，非木造構造材，役物性角，H山般住宅内装材，仙般構造材）→  

建築用材．（梱包用材，その他）肌叫その他．  

3）複数回答のため各用途の合計は総数を上l司る．   
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材の42％であるが，蒸気式横型では集成材用材の71％が叡多で，建築用材の53％が続いて  

いるのである．   

また，エ場の規模も低温除湿式類型が小さく，蒸気式類型の方が大きいという特徴があ  

る（衆5）．すなわち，年商額では両者ともに2～5億円階層が35％で凝も多いが，低温  

除湿式額塾では1～2億円の31％，さらに1億円未満の12％が続くのに対して，蒸気式類  

型では10億円以上が24％を占めているし，従業員数も低温除湿式横型では10～19人（46％）  

嚢5 乾燥施設数龍工場の年商及び従楽員規模  

Table5 AllnuaisaleandelTlployeesofsaw】nⅢswithdl‘yil唱kil11．  

エ   場   数 （工場）  構   成   比 （％）  
区  分  

総   数  蒸気式  低温除湿式  そ の他  総  数  蒸気式  低温除湿式 その他   

総  数   d5   lil 24   100．0  1（）0．0  100．0  100．0   

年  1億円東浦   3   8．9  12．5  9．1   

商  1～2億円  15  3  8   5   33，3  21￥4  33．3  45．5   

規  2～5億円  18   6   9   3  40，8  42．9   37．5  27．3   

椀  5～川億円   3   3  6．7   7．1   12．5  

10億円以」二   5   2  11．1   28．6   4．2  18．2   

従  総  数  d9   17  25   100．0  1．00．0  100．0  100．0   

楽  9 人 以 下  10  7   2   20．4  28．0  15．4   

戯  10・～19 人  23  6  12   46．9  25．3  48．0  53．9   

規  20 ～ 49 人  田   7   2   22．4   41‘2   16．0  15．4   

模  50 人 以 上   5   2   2   10，2   23．5   8．0  15．4   

資料：前表に同じ 

注：1）不明があるため回答総数は前表と山致しない．  

2）興なった櫻頒の乾燥施設を複数設置しているところがあるため，頬型毎の合計が総数を上回ることがある．  

衆6 人工乾燥施設の乾燥容遠投と年間乾燥材櫓  

Table6 VolunleOfdryinglくiInandanllもIalvoltlmeOfdriedlunlbe王●．  

構 成 比（％）  
区  分  

総数蒸気式低温除湿式その他   総  数  蒸気式  低温除湿式  そ の他   

乾 総  数  51   17   26   13   100．0  100．0  100．0  100．0   

燦10 が 未 満  18   3   35－3  23．5  42．3  23．1   

宴l川 ～ 20 nで  四   5   6   23．5  29．4  23．1  15．4   

の 20 ～ 501ガ  13   5   6   25．5   29．∠1  23．1  38．5   

容 50 汀㌔ 以 上   5   3   9．8  17．6  11．5  15．4   

盈 不  明   3  3   5．9  23．1   

年 総  数  田   17   26   13   100．0  100．0  100．0   】．00▲0   

間 200nず未満  田   2   川   2   27．5  11．8  38．5  15．4   

乾 200～5001ガ  10   19．6  23．6  19．2  7．7   

燥 500～10001げ  8   2   2   15．7  11．8  19．2  15．4   

材1000】げ以上  16   9   6   7   31．4  52．9  23．1  53－8   

楷 不  明   3   5．9  23．1   

資料：前嚢に同じ．  

注：異なった穫輝の乾燥施設を複数設記しているところがあるため，額塑時の合計が総数計上回ることがある．   
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と9人以下（27％）で73％を占めるが，蒸気式横型では20～49人（41％）と50人以上（24  

％）で65％をおめている．   

このような乾燥輝塾による規模の相違は乾腰魔の容澄や年間乾燥材櫓においてもみられ  

る（衆－6）．低温除湿式類型では乾燥室容盤10nヅ未瀾が42％を占めるが，蒸気式類型では  

24％に過ぎない．一方，50Ⅰガ以上をはじめ10m3以上の各層ではいずれも蒸気式の方がウエ  

ートが高くなっている．さらに，これを年間乾燥材横でみると蒸気式麟塾では1000nザ以上  

が53％と最も多いが，低温除湿式類型では200が未満が39％と敢も多く，1000iガ以上は23％  

に過ぎないというように総じて蒸気式横型が大きく，低温除湿式横型は小規模である．  

3．3．乾燥木材の生産過程   

木材の乾燥には，①原木段階における天然乾燥，②製晶段階における天然乾燥，③製品  

の人工乾燥の3つの過程があり，乾燥コストの低減と乾燥材の品質向上のためにはこれら  

を適正に組み合わせることが必要であるとされているが，原木乾燥はともかく製品の天然  

乾燥についても実行しているエ場は多いとほ貰えない（褒7）．   

まず「人工乾燦の前処理として天然乾燥を行うか」どうかについてみると，「しない」が  

励も多くて39％，ついで「材の状況による」の29％，「必ず実行」するのは16％に過ぎない．  

つまり，何等かの形で製品の天然乾燥を行うのは「材の状況」と「一定の含水率になるま  

嚢7 艶建材品の天然乾燥の爽施状況  

Tabie7 Sawm川susingairseasonig，  

工霧  構  
区  分  

総 数   蒸気式   
除湿式   その他   

人工乾燥の  総  数   51   17  26   13  100．0  100．0  100．0  100．0   

前処理とし  し な い   20   3   13   3  39．3  17．6  50，0  23．1   

て天然乾燥  材の状況による   15   7   7   4  29．4  41．2  26．9  30．8   

を行うか  血走の含水率まで必ず   8   5   3   3  15．7  29．4  11．5  23．1  

不明その他   8   2   3   3  15．7  11．8  11．5  23．1   

天然乾燥の  総   数   51   17   13   13  100．0  100．0  100．0  100．0   
目標含水率  とくに決めていない   10   31．∠ま  23．5  38．5  23．1   

を決めてい  決めている   15   川   3   7  29．4  58．8  11．5  53．8   

るか   天然乾燥はしない   2〔）   3   13   39．2  17．7  50．0  23．1   

総   数   31   川  10  100．0  100．0  100．0  

天然乾燥の  3   9．7  7．1  20．0  

捌票含水率  20 ～ 30 ％   4   7．7   

は何％か  30 へノ 40 ％   7   5  2  40．0  

40 ％ 以 上   2  2  6．4  20．0  

不   明   15  10  28．6   

資料：前衆に同じ 

注：1）前処理としての天然j乾燥の「しない」の「その他横型」のうちの1二1ニ場ほ「天然乾燥材を受け入れて  

いる」．  

2〉「天然乾燥の目標含水率は何％か」の総数は，天然乾燥実施工場の総数である．  

3〉 異なった種類の乾燥施設を複数投慣しているところがあるため，頬塑毎の合計が総数を上回ることが  

ある．   
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で必ず」を合わせても45％に過ぎないのである．このような傾向は県別にみてもほとんど  

変わらないが，横型別にみると低温除湿式頼塾では「しない」が50％を占めているのに対  

し，蒸気式類型では「材の状況による」が41％，「一定の含水率になるまで必ず」が29％と  

何等かの形で行っているのが70％を占めている．   

次に，「天然乾燥の目標含水率を決めているか」については，「決めている」は29％で「特  

に決めていない」の31％を下回っている．県別では「決めている」エ場の割合が熊本県（36  

％）の方が大分県（22％）よりも若干大きいが，頼型別にみると蒸気式横型では「決めて  

いる」が59％を占めるのに対して低温除湿式類型では「特に決めていない」が50％を占め  

るというように，天然乾燥への取り組み方にも大きな適いが生じているのである．なお，  

この場合の含水率については不明または無回答が4S％と圧倒的に多く，含水率を管理する  

という意識ほ低い．特に低温除湿式横型では不明等が77％に達し，含水率についてはほと  

んど意識されていないように思われる．ところが，蒸気式頻塾では含水率を30～舶％程度  

に決めているものが36％と殿も多く，ついで含水率20～30％の29％であり，不明等は29％  

にとどまっている．   

このように蒸気式類型と低温除湿式類型とでは製品の天然乾燥に対する取り組み方にか  

なり明確な相違があるが，同じ様な傾向は人工乾燥についてもみられる（衆8）．   

まず，「人工乾燥の冒横合水率を決めているか」であるが，73％が「決めている」，14％  

が「材の種類による」と回答しており，何等かの形で予め含水率を決めているのが81％に  

達するし，類型による相違も認められない．人工乾燥においては乾燥方式に関係なくほと  

んどのエ場が仕上がり含水率を頸にいれて乾燥を行っていることが分かるのである．   

ところが，これを具体的な目標含水率についてみると状況は一変する．蒸気式頬塑では  

含水率15％未溜が59％，15～20％が29％と20％未満の含水率に88％が集中しているのに対  

数8 人工乾燥の目標含水率  

Table8 FinishmoisttlreCOntCntOfal・tific主al（ll・ying．  

区  分  
総 数  蒸気式  低温 除湿式  その他   

人工乾燥の 総   数  51   17   26   13  100．0  100．0  100．0  100．0   

目標含水率  とくに決めていない   5   3   9．8  5．9  11．5  7．7   

を決めてい  決めている   37   13   21   8  72．5  76．5  80－8  61．5   

るか   材の機爛による   7   3   2   3  13．7  17．6  7．7  23．1  

そ の 他   2  3．9  15．4   

総   数   51   17   26   13  100．0  100．0  100．0  100．0  

人工乾塊の  ユ9   川   5  37．3  58．8  38．5  38．5  

15 ～ 20 ％   10   5  2  19．6  29．4  

目標含水率  6  3   3  11．5  23．1  

25 ～ 30 ％   5  5．9  

は何％か  3  2  5．9  7．7  

40％以＝上  

不 明  8  3  5．9   

資料：前衆に同じ．  

注：興なった碓頬の乾燥施設を複数設置しているところがあるため，頬型毎の合計が総数を上回ることがある．   
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して，低温除湿式横型では15％未満が39％と最も多いものの25～30％が15％，40％以上が  

8％，その他不明が12％など広い範囲に分散しており，目標含水率の収赦点が存在しない  

のである．   

ところで，人工乾燥とはいえ木材の含水率を自由に動かせるわけではない．特に低温除  

湿式乾燥機では15％以下の含水率を実現することはほとんど不可能であり，またたとえ蒸  

気式であっても柱角で15％以下の含水率を達成することはきわめて困難である．このよう  

な技術的制約があるにもかかわらず目標含水率をこのような実現困難な水準におく工場が  

少なくないということは，昌横含水率は設定していても，現実に木材乾燥で得られる乾燥  

木材の含水率はこれと大きく飛離している可能性があるということである．つまり，乾燥  

施設設置工場では仕上がり含水率を15％に設定している横もりでも，現実に計測すると  

30～40％もあるということが日常的に起こり得る状況にあるということである．しかもこ  

のような傾向は除湿式類型においてより錬著であるが，蒸気式類型においても起こり得る  

ことであり，乾燥木材の品質保証という点からみてきわめて大きな問題と貰わなければな  

らない．   

敢後に，衷9によって人工乾燥の所要目数及び乾燥施設の回転数をみておこう．「人工  

乾燥の標準的な日数」は5～9日が51％で澱も多く，しかも蒸気式（53％），低温除湿式（54  

％）ともほとんど同じである．しかし，これについで多いのは，蒸気式類型では4日以下  

の24％であり，低温除湿式頬塾では10～19Eヨの27％である．したがって，総体としては乾  

燥期間は蒸気式類型の方が短く，低温除湿式類型が長い傾向にあり，乾燥施設の月平均回  

転数も蒸気式類型では3～4回が65％，低温除湿式類型では1～2回が42％とそれぞれ撥  

も多い．  

衷9 人工乾燥の所月引ヨ数と乾燥機の月平均回転数  

Table9 Needed（laysfordryinglumberandrotationofdryingkihperol－emOnth・  

工  場  数（エ場）  構  成  比 （％）  

区  分  

総 数 蒸気式  低温 除湿式  その他  総 数  蒸気式  低温 除湿式  その他   

数   51   17   26   13  100．0  100．0  100．0  100．0   

人工乾燥の 4 日 以 下   4   5  17．6  23．5  15．d  38．5   

礫準約な所 5 ～ 9 日   26  9   1J重   5  51．0  52．9  53．8  38．5   

用員数は何10 ～ 19 日   8  1   7   15．7  5．9  26．9  7．7   

円か  ZO 日 以 上   2－0   7．7   

不  明   7  3  17．7  3．9                     13．7    7．7   

総  数   51   17   26   】3  100．0  100．0  

蛇煉磯ほ月 1 ～  2 固   14   2  27．5  Jま2▲3  15，4   

平均何回転 3 ～ 4 ‡司   22  11   9   64．7   

するか  5 ～ 6 蔓頭   8  5   15．7  29．4  15．4  7．7   

7 層 以 上   5  1   2   9．8  5．9  7．7  23．1   

不  明   2  3．9  15．4   

資料：前衆に同じ．  

注：異なった種頬の乾燥施設を複数儲蘭しているところがあるため，横型毎の合計が総数を上回ることがある．   
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3．4．木材乾燥コスト   

木材乾燥を進める上での最大の障審は乾燥コストの問題である．製材品の価格は乾燥に  

よって上昇するとは限らないし，仮に上昇しても乾燥コストをまかなうほどではない，と  

いう状況が乾燥木材の生産の拡大を阻む澱も基本的な要因とされているのである．そこで，  

乾燥コストが現在どの位の水準にあり，それを引き下げる可能性があるかどうかを衆10に  

よってみてみよう．  

衆10 木材の標準的な，及び緻も効率的な乾塊コスト  

′rablelO Artificialdl・yingcostofstandardmethodandmostefficientmethod．  

資料：前衆に同じ，  

注：異なった稀頬の乾燥施設を複数設置しているところがあるため，頬遡魔の合計が総数を上回ることがある．  

木材の1王ぜ当りの人工乾燥コストは8～10千円を中心に4千円未満クラスから15千門以   

上クラスまで広い範囲に分布しているが，これも乾燥類型別にみるとかなり鱒著な特徴が  

みられる．蒸気式類型では6～10千円クラスが最も多く41％，ついで4～6千円クラスの   

12％であり，ほぼ山定の範囲に集中している．ところが低温除湿式類型では4千門未満ク   

ラスから10～15干円クラスまで分散し，一定の収赦点を持たない．  

また，澱も効率的に乾燥したときのコストについても全体では4～6千円クラスが24％   

で磯も多く，ついで4千円未満クラスの12％の順であり，蒸気式額型でも4～6千門クラ   

スが41％と圧倒的に多く，ついで6～10千円クラスの12％というように棟準的な場合より   

1ランク低下しているが，低温除湿式類型では4千円クラスから10～15千門クラスまで幅   

広く分布しており収赦点がはっきりしない．  

このように木材の乾燥コストは蒸気式類型では幡はあるものの比較的明確である．これ   

に対して低温除湿式類型では各企業ばらばらで暗が広く，客観的な水準が形成されるまで   

には至っていないように思われる．  

ところで，乾燥木材の需給盈の拡大のためには乾燥コストの縮減が最も重要な課題とな   

る．そこで，この点についての考え方を衆11によってみておこう．まず，「乾燥コストを   
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衆11木材の乾燥コストを5千円以下に下げられるか，またそのために必要な対策は何か  

て、ablellPossi】）i】ityofcostdowIlaIld meansofcostdow王l．   

工  場  数  （工場）  構  成  比   く％）  
区  分   

総数         巨の他   

乾燥コスト 総  数   51   17   26   100．0  100．0  100．0  】．00．0   

を5千門以 とてもできない   7   4  3   2  13．7  23．5  11．5  15．4   

下に下げら やり方により可能   21   7  10   6  41，2  ‘ま1．2  38．5  46．2   

れるか  今でも5千円以下   12   3  8   2  23．5  17．6  30．8  15．Ji   

下  明   3  5   3  21．6  19．2  19．2  23．1   

木材の乾燥 総  数   51   17  26   13  100．0  100．0  100．0  100．0   

コストを下 策枯らしなどの原木乾燥   13   3  9   25．5  17．6  34．6  23．1   

げるための 製材コニ場での天然乾燥   28   ‖  11   54．9  64．7  42．3  76．9   

対難  そ  の  他   8   2  6  t5．7  11．8  23．ユ   

無  回  答   2   3．9  5．9   

資料：前衆に同じ．  

注：興なった穏頬の乾燥施設を複数設敬しているところがあるため，類型毎の合計が総数を上回ることがある．  

衆12 スギ材の人工乾燥の経験の有無とその用途  

Table12 ExperieIICeOfartificialdl・yiIlgOfs帽i・＼VOOd（Cり少わ〃甘ど7壷ノ郎β邦∫“）言I11diと’sutilization．  

区  タ｝  

総 数  蒸気式  低温 除湿式  その他  総 数  蒸気式  低温 除湿式  その他   

総  数   17   26   13  ユ00．0  100．0  ユ00．0  100．0   

スギ材の人 まったくない   9   4   17．6  23．5  19．2  15．4   

工乾燥を行 何回かある程度   17   6   5   33．3  35，3  19．2  46．2   

ったことが しばしばある   9   4   6   17．6  23．5  23．1  7．7   

あるか  いつもやっている   3   8   

そ の 他   2  2  口  

総  数   40   12   20   100，0  100．0  100．0  100．0   

役物の杜角   19   ユ3   3  47，5  25，0  65．0  27．3   

人工乾燥し 内 装 材   19   7   2  47．5  58．3  55．0  18．2   
山般構造材   8   3  3  20．0  25．D  

たスギ材の建具用財   6  5  15．0  25．0  

教典用材  

主な用途ほ集成材の原板  4  25，0  

フローリング   2  5．0  5．0  9．1   
そ の 他   6  8．3   

資料：前衆に同じ．  

注：興なった種類の乾燥施設を複数設置しているところがあるため，頬彗規毎の合害十が総数を上回ることがある．  

5千門以下に抑えられるか」に対する答をみると「やり方により可能」の41％が額も多く，  

ついで「今でも5千門以下」の24％で，「とてもできない」とみるのは14％に過ぎない．類  

型別でみても蒸気式頻塾では「とてもできない」が24％，低温除湿式頬型では「今でも5  

千円以下」が31％とそれぞれ幾分多いものの，いずれの輝塾も「やり方により可能」が飽   
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も多いことは貰うまでもない．蒸気式類型では41％，低温除湿式類型では46％が「やり方  

により可能」と答えているのである．乾燥施設設置工場の多くがやり方によっては乾燥コ  

ストを5千円程度に下げることができると考えているのである．   

それでは乾燥コスト低減の方策としてどのようなことが考えられるのであろうか．原木  

の策略らしと製品の天然乾燥に対する反応をみると「製材工場での天然乾燥」が55％で最  

も多く，ついで「薬枯らしなどの原木乾燥」の26％である．特に蒸気武将塾では「製材工  

場での天然乾燥」が65％を占め，コスト軽減の方策としてきわめて藍要祝されている．と  

ころが，低温除湿式類型では「製材工場での天然乾燥」が敢も多いもの42％にとどまり，  

「薬枯らしなどの原木乾燥」の35％と余り差がない。   

この点をもう少し詳しく検討するために，木材の中で乾燥が敢も難しく，乾燥コストの  

高いとされているスギ材についてみてみよう．まず，衆12でスギ材乾燥の実行状況につ  

いてみると，「スギ材の人工乾燥を行ったことがあるか」については「何回かある程度」が  

33％で叡も多い．ついで「いつもやっている」の28％であり，「しばしばある」の18％を含  

めて舶％のエ場が日常的にスギ材の乾燥を行っていることになる．類型別では低温除湿式  

横型は「いつもやっている」が最も多く31％，ついで「しばしばある」の23％で日常的に  

スギ財の乾燥を行っているのが54％に達するが，蒸気式類型では「何回かある程度」が35  

％で最も多く，日常的に行っているのは「しばしばある」の24％と「いつもやっている」  

の18％，計41％に過ぎない．   

また，スギ材の乾燥コストは不明その他を除くと6～10千円クラスと10～15千円クラス  

が蔑も多いが，類型別では蒸気式頼型では6～10千円クラスが澱も多く，低温除湿式横型  

では4千門未満クラスと10～15千門クラスに分裂している（衆13）．しかし，前掲の衆6と  

比べると「敢も効率的に乾燥したとき」と比べると確かに1ランク高くなっているが，「梯  

準的なコスト」とではほとんど差がない．アンケート調査の結果をみる限り，スギ材の乾  

燥コストが特に商いということはないようである．   

それはともかく，こうしたスギ材の乾燥を促進する上で必要な対策としてどの様なこと  

が考えられるのだろうか．予め用意した9つの選択肢の申から3つまでを選んでもらった  

褒13 スギ財の人工乾燥コスト  

1、ab王e13 Artificiaidryil唱COStOfsugi・WOOd（Cナ加ゎタ柁ビ7滋‡メ頑0犯gCα）・  

構成比（％）  
区  分  

除湿式   総数猷式諜湿警その他   総 数  蒸気式  低温   その他   

総   数   17  13  

4 千円未満   5  5  9．8  19．2   

4 ～ 6 千円   2  2  3．9  7．7   

6 ～10千円   2  2   

10～15千門   7   2  5   13．7 11．8 19．2   7．7   

15千円以上   3  3  5．9  3．8  23．1   

不明その他   27  9  7  52．9  52．9  42．3  53．8   

資料：前衆に同じ．  

注：1）不明その他については鮒回答を含む．   
2〉異なった櫻澤の乾燥施設を複数没徽しているところがあるため，頬塑魔の合評巨が総数を  

上回ることがある．   
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嚢14 スギ材の乾燥を促進するために必繋なことは何か   

て、able14MearlStOaCCelerati昭Ofartificialdryingofs噸i・WOOd代ゎ動加根雨わカ担㈲払），  
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区  分  
総 数  蒸気式  低温 除湿式  その他   

総   数   51   17   26   13  ユ00．0  100．0  100．0  100．0   

品種の選択（鼎芯の排除）   13   5  5   25．5  29．4  

伐採時期の適正化   3  5．9  3．S  7．7   

輩枯らし琴の原木乾燥   17  6  9   35．3   

製材工場での天然乾燥   16   8  4   7  31．4  47．1  

乾燥機の大型化・増設   3  2   5．9  7．7  7．7  

乾燥機の改良   5  4  5．9   

乾燥技術の普及・指導   3   6  7．7  

乾燥機導入資金の助成・補助   8   2   7  15．7  11．8  26．9   

乾燥材の銘柄化   6   3  2         15．4  

不明その他   8   3   5   2  l「i．7  17．6  19．2  ユふ4   

資料：前表に同じ．  

注：興なった塞輝の乾燥施設を複数設置しているところがあるため，類型擬の合計が総数を上回ることがある．  

ところ，嚢14のように全体では「寒枯らし等の原木乾燥」の33％と「製材工場での天然   

乾燥」の31％が最も多く，ついで「品種の選択（輿芯材の排除）」の26％，「乾燥技術の普   

及指導」の22％などである．類型別にみると蒸気式類型では「製材工場での天然乾燥」が   

47％で励も多く，ついで「築枯らし等の原木乾燥」の35％，「品種の選択」の29％であるが，   

低温除湿式額塾では「策枯らし等の原木乾燥」の35％についで「乾燥機導入資金の補助助  

成」27％，「乾燥技術の普及指導」23％の順であり，「製材工場での天然乾燥」や「品種の   

選択」等への関心は低い．また，衆には示していないが，県別では大分県では「策枯らし   

等の原木乾燥」が掴％で敢も多く，ついで「製材工場での天然乾燥」の33％の順であるが，   

熊本照では「製働■工場での天然乾燥」の31％が澱大，ついで「薬枯らし等の原木乾燥」の   

28％と逆転している．   

このように「薬枯らし等の原木乾燥」の必変性を指摘するものが最も多く，これが乾燥   

木材供給拡大にとっての綴大の課題であることが分かる．しかし，低温除湿式横型の工場   

が乾燥技術の普及や乾燥施設導入資金の助成など乾燥軍楽の基盤整備という側面に関心を   

示しているのに対して，蒸気式類型の工場では原木の乾燥一製品の天然乾燥一製品の人工  

乾燥という木材生産の全過程を通して含水率を管理することに関心が向いているという適   

いもある．低温除湿式類型でもトータルな木材乾燥への関心を高めることが必要となろう．  

4．むすび一木材乾燥をめぐる問題と対策の方向－  

わが国の製材工場における1987年の乾燥木材の生産数は945千がであり，これは製材品販  

売魔の3．3％に過ぎない．しかも，山般構造材の割合は21％で構造材以外の「そ・の他」の材  

が79％を占め，一般建築用材向けの乾燥木材の生産は依然としてきわめて低調と貰わなけ   

ればならないのである．   

このような乾燥木材の生産は乾燥施設設置工場の年商規模の大きさや従業員数の多いこ   
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とからもわかるように比較的上層の製材工場によって担われているが，しかしそこには，  

乾燥木材生産の低調さと密接に関連すると思われる，2つのきわめて重大な混乱がみられ  

る．1つは「含水率概念の欠如」でありこ 2つは「乾燥コスト概念の未成熟」である．「含  

水率概念の欠如」は，天然乾燥であれ人工乾燥であれ適正な目標含水率を設定して木材乾  

燥を行っている製材工場はごくわずかであり，中には物理的に実現不可能な含水率を目標  

含水率としているところや許標とする含水率自体を定めないで人工乾燥を行っているもの  

すらある，という状況にもっともよく現れている．また，「乾燥コスト概念の未成熟」は，  

標準的な場合であれ最も効率的な条件を想定した場合であれ，各工場ごとに乾燥コストが  

ばらばらで一定の収赦点を持たない，という状況にもっともよく現れている．この含水率  

と乾燥コストは，いずれも木材乾燥軍楽の根幹をなす概念であり，それが明確でないと乾  

燥軍楽そのものが不可能になりかねないというきわめて藍変な問題である．木材乾燥の健  

全な発展のためには，早急な改脅が望まれるのである．   

とりわけ，このような混乱が山般建築用材向けの乾燥施設として近年普及している低温  

除湿式類型のエ頓において際だっていることほ，この分野での乾燥木材の供給拡大が焦眉  

の課題であるだけに重要な問題をはらんでいる．製材工場では蜜蜂ゝ投ユ姿 ＿＿ 

には乾燥したといえない含水率であったり，個々の製材品によって含水率が極端に異なる  

といったばらつきの著しい状況では，これらの「いわゆる乾燥材」を流通市場で「乾燥木  

材」として通用させることは難しいからである．まして，乾燥コストを価格に上乗せしよ  

うとしても，適正価格そのものが不明確な現状では，覇要者の合意を得ることが難しいこ  

とはいうまでもない．   

建築材の分野において乾燥木材の覇弊を拡大することが当面の急務であり，そのために  

製材工場の乾燥施設の噂入を促進し，乾燥木材の供給を拡大することが敦要であることは  

習うまでもない．しかし，同時に，市場において適正な乾燥コストのコンセンサスを得る  

ことが必要なのであって，含水率概念の欠如やコスト概念の未成熟という現状の下ではこ  

のような合意形成は難しい．木材乾燥を推進するためには，木材乾燥についての正確な知  

識や技術を普及し，含水率や乾燥コストについて十分な理解を求めることが，迂遠のよう  

でももっとも近道なのである．   

また，木材乾燥をめぐるもう鵬つの盈要な問題点として，人工乾燥の前段階における水  

分管理をどうするかという問題がある．アンケート調査では人工乾燥の前処理として製材  

品の天然乾燥を行っているのは半分にも満たなかったが，それは薬枯らしなどの原木乾燥  

や製材品の天然乾燥の必要性の否定を意味するものではない．むしろ，木材乾燥の推進策  

として敢も多くの製材工場が上げたのは，葉枯らし等の原木乾燥と製材品の天然乾燥とい  

う原木及び製品段階の天然乾燥であり，天然乾燥の必要性に対する製材工場の認識は高い  

といえるのである．そして，それにもかかわらず天然乾燥の実施率が必ずしも高くないの  

は，製材工場における土場の狭あい性や資金不足等が制約要因になっているからだと思わ  

れるのである．   

ところで，原木や製材品の天然乾燥は，人工乾燥の際に生じる木材の割れや狂いを減ら  

し，また個々の含水率のばらつきを減らすため製品分どまりが高まり，乾燥コストの軽減  

を可能にする．さらに，乾燥木材の品質向上を図る上でもきわめて義要な過程である．し  

たがって，優良な乾燥木材製晶を供給するためには，伐採から製材加工にいたる木材の生   
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慮・加工の全過程を通して含水率管理を行う必要がある．乾燥木材の供給拡大を通して地  

域産材の滞要拡大や地域林業の形成を推進するためには，人工乾燥施設の導入とともに，  

原木乾燥や天然乾燥の必要性と技術の普及，さらにそれらの制約要因の除去に向けた取り  

組み等を適して，原木から製品に至る全過程での含水率管理を地域的に行うことが求めら  

れているのである．   

しかし，このような乾燥木材を生産している製材工場の木材乾燥に対する意識も，これ  

を乾燥施設の橡執すなわち蒸気式と低温除湿式とに分けてみると著しい相遥がみられる．  

蒸気式では，含水率の概念が生産過程に貫徹し，乾燥木材の含水率も技術的に可能な水準  

に設定されているし，乾燥コストも融定の水準に収赦するなど適正なコストというものの  

形成がみられる．他方，低温除湿式では，含水率を設定しないまま乾燥しているエ場が多  

いうえに，設定する場合も技術的合理性を欠く場合が少なくないし，乾燥コストについて  

もばらばらで山定水準への収赦がみられない．蒸気式の工場では含水率概念や乾燥コスト  

概念の成熟が認められるのに対して，低温除湿式ではこれらの概念の著しい混乱が認めら  

れるのである．しかも，蒸気式が広葉樹を主体に乾燥しているのに対して，低温除湿式で  

ほ針葉樹財の乾燥が中心であり，今後はこの針葉樹材で乾燥の必要性が増大するのである．  

そのように考えると，低温除湿式の工場における乾燥概念の混乱が乾燥木材の流通や価格  

形成にもたらす影響は決して小さいとほいえない．現在ほど乾燥施設の導入とともに，木  

材乾燥の知識と技術の普及によって含水率概念の形成や乾燥コスト概念の成熟化が求めら  

れているときはないといえよう．  

謝  辞  

アンケート調査の実施に当たっては熊本，大分両県の林務職員の協力を得た．アンケー  

ト調査に協力して頂いた製材楽経営者の皆様ともども厚く御礼申し上げる次第である．   

本研究の山部は科学研究費の血般研究（C）（代表者 堺 正紘）によって行った．   

なお，本報告の要旨ほ1989年の第45回日本林学会九州支部大会で発来した．  

引用及び参考文献   

西尾 茂（1986，初版1973）：木材絃燦の実際．1ヨ刊木材新聞社，東京．  

堺 正紘（1989）：地域材流通加エシステムのあり方．熊本奥産材振興会，熊本．  

秋闊鼎林務部（1988a）：慮他銘柄化の曹靡と今後の進め方…秋往lスギの産地銘柄化に向けて（Ⅰ）．  

秋田県林務郡（1988b）：木材乾燥の動向鵬秋闇スギの産地銘柄化へ向けて（ⅠⅠ）山  

徳島県林業辣（198S）：スギ薬枯らし乾燥の手引仙付加価値向上のために…．  

林野庁林産裸（1988，未定稿）：木材乾燥についての窓識調査…工務店へのアンケート調査から仙．   



Summary 

Recently, the demand for dried l~unber  has been increasing, a s  the structure of the housi~lg 
construction and timber distributio~l have changed. Saw mill managers are  taking more 
interest in wood drying and some timber clistricts have begun to dry wood a s  a regio~lal 
measure to  strengthen their competitive position in timber markets. But the increase in 
demand arlcl supply of dried lumber is being hindered by confused approach on the part of 
lunnber producers and timber distributors. This confuse cat1 observed in the lack of attention 
to moisture content and immature approach to reasonable wood drying costs. 

In this paper, the author analyzes the structure of the production of dried lumber and the 
approaches to wood clrying usi~lg a questionnaire given to saw mill managers who have wood 
drying Itilns in central I<yushu. 

(1) According to research by the Forest Agency 1988, there were 1470 wood drying kilns 
attached to saw mills throughout Japan. Of these saw mills, steam type ltilns were present in 
59%, dehumidifier type Iiilns in 29%, and other types in 12%. Volume of dried wood produc- 
tion was 945 thousands m3. Of this, clo~nestic tilnber represe~~ted  44% and f o r e i g ~ ~  timber 56%. 
Structural tinlber represellted only 29%. Dried wood production i11 Kytrshu was 20% of 
nationwide volume, do~nestic timber represe~lting 60%, whereas structural timber only 12%. 

(2) In the central ICyushu (Kumamoto pref. and Oita pref.) there were 51 saw mills with drying 
kilns. There were in the upper range in terms of their a111lual sales and their number of 
employees. 50% of saw mills with drying liil~ls had a dehumidifier type, 33% had a steam type 
and 24% had other types. The  greatest volume of dried lumber was hinolti(C/~nn?necy~a~is 
obtzisu) and next was sugi(Cq$tomeria juponica). Few saw mills were drying foreig~l timber. 

(3) Classifyi~lg saw mills acording to the utilizatiol~ of dried lumber, there were four types. 
The  1st was construction lumber type, drying interior member, fancy colum and other 
co~lstructio~l timber. The  2nd was a la~ninated lumber type, drying boarcl for flooring or glued 
-laminated lumber. The  3rd was a furniture lumber type, drying lu~nber  for furniture, sliding 
doors, paper screens etc., And the 4th were ohter lumber types. T h e  1st was present in 69% 
of mills, the 2nd in 33%, the 3rd in 31%, and the 4th in 28% (this total is over 100% because 
some mills had two or three liil11 types). There n3as a close correlatio~l between utilization and 
drying method. Most dehumidifier types were of construction I u i ~ ~ b e r  type, and most steal11 
kilns were of lamisiated type. Farmers used small drying types and small annual productior~ 
volumes, the latter being comparatively larger. 

(4) 70% of the steam type used air  seasoming a s  a pretreatment in artificial dryiilg, whereas 
less than half of the dehumidifier type did. The  final ~noisture content of the steal11 type aimecl 
to concentrated under 20%, but dehumidifier types had no conve~'genl level. Dehurnidcfier type 
had not considerecl final moisture content. 

(5) The  lumber drying cost per n13 of the steam type was between six and ten thousand-yen. 
But the drying cost of the dehumidifier type varied widely from four to fifteen thot~sand-yen, 
and convergent level of the cost was blurred. In the case of both the standard method of wood 
drying and most efficient method, drying costs were scatterd, because concept of a rcaso~lable 
drying cost had 1101 developed. 
(6) As a means of reducing the cost of wood drying, most saw mills advocate air seasonig of 



sawn lumber and seasoilig of logs in forests. Especially air  seasoning of sawn lumber is 
considered to be important by steam type mills. It is therefore necessary that ilioisture content 
sl~oulcl be controlled throughout all processes in lumber production fro111 felling to sawing. 
(7) In order to increase the demand for dried lumber, it is necessary not to increase the supply 

of dried by more investment in drying kilns but also to reach a consellsus concer~ling reason- 
able drying costs between producers, dealers and end users. But this is impossible due to a lack 
of attention paid to final moisture content and an immature approach to reasonable drying 
costs. It is therefore necessary to make the wood drying industry more efficient through 
improvements in techniques and an illcrease in available Itnowledge. 




